
 

 

２０２２年度 JCCA役員会 

      日時：２０２２年１０月２８日 

場所：ひとまち交流館・京都 

 

議事次第 

 

１）開会の祈り 

２）委員長からの報告 

３）出席者点呼 

役員 

委員長：谷 秘書：辻本 副秘書：岡、栗坪 会計：森田 書記：岡崎 

地区役員 

北海道・東北：平塚（磐梯 D） 

北関東：栗坪（栃木 D）、石橋（ビレッジダッシュ） 

関東・千葉：加藤（八王子 D） 

南関東：白鳥（スルガ D） 

中部：井上（名古屋 M） 

関西：寺井（大阪 D）、岡（京都 M） 

九州・沖縄：小玉（広島 M）、鈴永（大分 D） 

 

４）秘書からの報告 

 

５）会計報告 （別紙資料） 

今年度５月の役員会で報告した資料を印刷してあります。 

コロナで 2 年分の会費を前年度に徴収すると、地区役員からご連絡をして

もらっています。 

加盟施設が６７施設あり、当日に会費納入を受け取るのが難しい。 

振込と定例会当日払いの２種類で会費納入を行う。  

→役員一致で賛成、定例会にて報告 

会計監査人の選出、ワンステップもしくはみのわマックの職員の方に会計



 
監査をお願いしたいと思っています。→役員一致で賛成、定例会にて報告 

 

６）役員報告 （別紙資料） 

東北エリア（マック 1：、ダルク：6、） 

今年に入ってから、スポーツなどで近隣の施設と交流を持ち始めている。

コロナ感染に気をつけながら開催したり、次女グループの会場も開き始め

ている。 

 

北関東エリア（マック：1、ダルク：8） 

施設内でコロナが出たり、基礎疾患を持っている方もいる。外部の方と交

流を持つことはなかなか難しい。近隣施設とのスポーツ交流などは行えて

いる。 

 

東京エリア（マック：4、ダルク：8） 

イベントなどが中止になる中、ダルク同士でイベントをできる範囲で行っ

ています。コロナ禍で何ができるのかを考えている。利用者の方が、アル

コール依存の方が増えてきている状況もある。JCCA に参加している意識

が地区の施設内でもあまり感じられない状況であったので、JCCA の参加

の意義などを話し合えればと思いました。 

 

南関東エリア（マック：2、アルク：1,ダルク：10） 

施設内での感染があり、感染が１ヶ月続き施設内を閉鎖をしていた。現在

は地域や自助グループなどにも参加ができるようになってきつつある。 

 

中部エリア（マック：1、ダルク：4） 

施設間交流はコロナの制限もありできていない状況でもあります。昨年８

月から新施設となったのですが、周辺住民からの抗議などもあり、住民と

の話し合いを進めているが、うまくは進まなく弁護士や行政と一緒に話し

合っています。 

 

関西エリア（マック：2、ダルク：8） 

新規加入施設３件申込がありました。奈良県、大阪府、兵庫県にそれぞれ

立ち上がりました。反対運動が起きている施設もあって住民説明をしてい

る。同じエリアで過去にも反対運動があった。昨年８月末に加盟施設で施

閉鎖があった。コロナ禍で施設間交流は少ないが、日常生活は取り戻しつ

つあります。 



 
 

九州・沖縄エリア（マック：1、ダルク：10） 

・施設内でもコロナ感染が発生し利用者の行動が止まってしまうこともあ

った。役員の人員変更を可能であれば検討させていただきたい。 

今年度地域加入施設が４件ありました。 

・コロナの制限もだいぶ戻りつつあります。自助グループのイベントなど

も開催を行なっており、感染対策を行なっていく上で地域間での交流もあ

る。施設の老朽化などで新事業についての設備が現状ではうまくいかず、

移転先などを検討している。 

 

 

７）審議事項承認事項 

１、新規加入施設 

関西エリア：阪神ダルク、奈良ダルク、堺ダルク 

九州エリア：からつダルク、鹿児島 おいどんダルク、大きな輪、ダルク

女性 LGBTQ ハウス 沖縄 

 

代表者が同じ場合には、議決権が重なるため代表者を別の方にしてもらっ

ていた。今までは代表者が重なる場合や２つの代表を兼ねる場合は、２箇

所の施設を一つとして加盟することがあった。 

その旨を、新規加盟施設に伝えるようにする。また総会でも確認をする。 

 

２、JCCA 参加申し込み 

登録施設数６７施設（２０２２年１０月現在） 

参加施設５４施設  参加者数７７名 不参加施設１４施設 

新規加入施設７施設 参加者数８名 

 

今後申込に関して改善点などをいただければありがたい。 

（申込、会費、新規申込など） 

 

３、スタッフライセンス 

今回初めて更新申し込みを伺ったが、更新の有無を確認するのは事務処理

が困難のため、今後は自動更新として、個人が不在の場合、加盟施設では

ない場合は失効となります。 

今回は地区役員にまとめてライセンスを渡して、費用も徴収してもらう。 

→ 役員会にて一致 



 
 

４、ホームページの報告 

会費納入の口座部分をホームページにて 

 

５、JCCA京都（分科会・研修会等） 

研修会：講演、シンポジウム（テーマ：人権の問題） 

分科会：１、社会の中での偏見、２、地域の中での偏見、 

３、個人からの偏見 

３箇所に分かれてグループワークをする。 

報告については翌日の定例会にて分科会の発表 

 

６，その他 

次回開催場所候補：２０２３年沖縄 明日の定例会にて検討 

 

次回の役員会議について 

 

 

 

 

８）閉会の祈り 

 

 


